
令和2年3月9日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

コメント

・先生方の日々の努力で授業が楽しくて、分かりやすいものに
　なっていると感じる。今後も授業力を高めてほしい。

・「書くこと」を熱心に指導してただいたことで、中学校に進学し
た
　あとも安心できる。中学校でのレポート作成や、高校受験な
ど
　書く力は今後、様々な場面でとても役立つと思うので、小学
校
　で指導してくれて有り難い。

・ICT機器の活用は、授業が分かりやすくなり、とても良いと思
う。
　その機器を使いこなしている先生方の様子を見て、感心す
る。

・若い先生が増えてきている中で、校内で研修がなされている
　ことはとても良いと思う。先生方のチームワークも高めて、
　若い先生が力をつけてくれると嬉しい。

・特別支援教育も充実していて、個々に応じた指導が充実して
　いると感じる。

　 A４：「授業が楽しくわかりや
　 すい」とアンケートで回答し
　 た児童の割合が９０％以上

　 B４：「学習活動を工夫して、
　 わかりやすく教えている」と
　 アンケートで回答した保護
　 者の割合が９０％以上。

◇校内研究をはじめ、授業改善推
　進プランに基づく授業観察や教員
　同士が授業を見合うペア研修を
　行い、授業改善に取り組んだ。

◇学習や行事にＩＣＴ機器を積極的
　に活用して効果的な指導法を積
　み重ねた。

◇若手教員の育成と主任教諭の
　意識向上を目指した開桜未来塾
　を定期開催した。

◇特別支援教育に関する校内委
　員会の回数を増やし、情報及び
　指導法の共有化の充実を図った。

◎今年度の取組を継続することを
　基本とし、状況を見て優先課題
　を判断し、時機を逸することなく
　取組を行っていく。

Ａ４

Ｂ３

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

・学校長の経営目標である「児童にとって楽しい学校」という
　ことが子供たちにとって一番大切だと思う。
　その目標が達成されていることは素晴らしい。

・学校評価保護者アンケートの回答率が高くて素晴らしい。
　これは、先生方が熱心に取り組み、努力しているからだと
　思う。

・先生、児童、保護者のコミュニケーションが図れているので
　教育活動が充実したものになっていると思う。

・オリンピック選手を招いての授業や外国人留学生との交流
　などを積極的に取り入れているので、子供たちにとって大変
　貴重な学習の機会となっていて、良い取組だと思う。

・しなやかに対応できる子供に育てることは大切なことだと
　思う。相手の話をよく聞くことができることが大事だと思う
　ので、今後もコミュニケーションの力を伸ばすような指導を
　お願いしたい。

 　A４：「学校は楽しい」とアン
　 ケートで回答した児童 の
　 割合が９０％ 以上。
　
　 B４：「自分の考えを伝えたり、
　 様々な違いを尊重したりでき
　 る子供に育っている」 とアン
   ケートで回答した保護者の
   割合が９０％以上。

　 A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

・今は、子供が外で思い切り体を動かす場所も機会もなくなっ
て
　きている。学校では、晴天の日は必ず外で運動するようにし
た
　いものだと思う。

・休み時間も子供たちと一緒に体を動かしている先生を見か
け、
　嬉しく思う。遊びの中から、運動をすることの楽しさを子供た
ち
　に味わってほしいと思う。

・コオーディネーショントレーニングは興味深い。今年度のみの
　取組にするのではなく、今後も継続してほしい。

・学年によって、体力的成長にも変化が出てくると思う。学年に
　応じた体育的活動を今後も工夫し、実践してもらえたらと思
う。

・学級担任に加え、養護教諭や校医さんが関わって行っている
　授業もあり、体育・保健授業が充実していると感じる。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

かかわる力の育成を重点目標とした異学
年交流学習やたて割り活動等を実施す
る。

・挨拶指導に力を入れているのはとても大切だと思う。
　挨拶は、人と人との関わりを深めるための基本だと思うの
で、
　今後も継続してほしい。

・生活スタンダードに基づく指導を通して、子供たちが育って
　きているのは、とても良いことだと思う。

・学校での子供たちの様子を見ていると、落ち着いて学校生活
　を送れていると思う。先生方が、子供たち一人一人を大切に
　している様子が伝わってくる。

・学年によって課題は様々だと思うが、自己肯定感を高めた
り、
　他者を尊重できる心を育ててほしいと思う。

・問題行動、不登校等、学校には様々な子供たちが在籍して
お
　り、個別の対応が必要だと思うが、先生方が丁寧に対応して
　いるのが有り難い。

・豊かな心、他者を尊重する心、とても大切だと思う。
　学校でそのような取り組みをされていて、とても嬉しい。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

開桜小生活スタンダードの定着を図るため
の指導を徹底する。特に挨拶と廊下歩行
を最重点項目として、工夫して取り組む。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

・学校公開等で児童の様子を参観すると、とても落ち着いて
　学習に取り組んでいると感じる。

・先生方の授業がとても明るく熱心なことに感心する。
　今後も期待している。

・学習スタンダードを意識した授業づくりに、これからも力を
　注いでほしい。やはり、学習規律の定着は大切だと思うの
で、
　引き続き指導をし、子供たちに習慣づけることができれば、
　更なる学力の向上が期待できると思う。

・ICTの活用が積極的になされており、授業での視覚的効果
　を感じることができた。今後も、効果的に活用して、児童の
　学習意欲を向上させてほしい。

・本好きの子供たちが減ってきている中で、学校で読書タイム
　や読書週間を設定していることは、とても良い取り組みだと
　思う。

・なかなか四則計算の定着や漢字の定着等が難しいと思うが
　復習を大切にすることを継続してほしいと思う。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

◇誰もが気持ちよく学校生活が送
　れるように「生活スタンダード」の
　定着に取り組んだ。特に挨拶を
　重点項目とし、目指すべき姿を児
　童が具体的にイメージでき、自己
　評価する挨拶検定の取組を始め
　たり、挨拶当番をたてわり班で行
　ったりして、すすんで挨拶しようと
　する意欲の向上を図った。

◇道徳では、意見が分かれる題材
　を取り上げたり、対話を通して考
　えを深める授業展開を工夫したり
　した。

◇毎学期の児童アンケートと個人
　面談をもとに、いじめや不登校の
　未然防止と早期発見に努めた。
　個別支援について毎月の教育相
　談委員会を通して、組織的に対
　応した。

◎保護者から「一人一人を大切に
　した教育が行われている」と評価
　された取組を今後も継続するとと
　もに、自己肯定感や他者を尊重
　する心の育成に努めていく。

◇基礎的・基本的な内容の定着を
　図るため、ＩＣＴの積極的活用や週
　１回の放課後補習、学力向上ウィ
　ークを毎学期末、漢検チャレンジ
　ウィークを年２回設定した。

◇授業改善推進プランの確実な実
　施を目指す毎月のチェックリスト
　の継続と、「開桜小学習スタンダ
　ード」の徹底に取り組んだ。

◇毎週の読書タイムや各学期に開
　桜小読書週間を設定したり、図書
　コーナーを特設したりして、読書
　活動を推進した。

◎ねらいと主発問を明確にした授
　業実践の積み重ねと、１単位時間
　の中で前時までの学習内容を確
　認したり、本時の学習を振り返っ
　たりする活動を工夫して設定して
　いく。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

　 A４：「運動することが好きで
　 ある」とアンケートで回答し
　 た児童の割合が９０％以上

　 B４：「健康教育の取組を推
　 進 している」とアンケートで
　 回答した保護者の割合が
　 ９０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

これまでの取組
今後の改善策

目標

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

健康チャレンジ月間（年３回）や他機関と連
携した保健指導、歯磨き指導、学校保健
員会等の取組を通して健康教育を推進す
る。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等
を実施しOJTを充実させる。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

 　A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

　 A２：７０％以上。

　 B２：７０％以上。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究「わかる・できるを目指した授業」
及び各種校内研修をもとに、授業改善に
努める。

・児童、教師、家庭、三者間の連携を図ることはとても大切で
　ある。学校の様子を手紙やホームページ等で家庭や地域に
　定期的に紹介しているので、学校での子供たちの様子や
　学校行事や様々な取組がわかり、有り難い。

・昔に比べて、ホームページやメールなど、とても便利になって
　きており、児童も保護者も恵まれていると思う。その分、先生
方
　の負担も大きいのではと心配になる。

・大きな行事や学校公開などに多くの保護者が来校している。
　学校と家庭の繋がりが感じられる。

・地域ボランティアやPTAの活動が充実していて、子供たちに
　とってとても良い教育がされていると思う。

・保護者アンケートの提出率が高く、その中で、学校に対して
　肯定的な見方をしている割合が大変高いのは素晴らしいこ
と。
　積極的な情報発信に努めてきたことによる効果が大きい。
　なかなか学校に足を運べない保護者にとっては、ホームペー
ジ

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

目標に対する成果指標

Ａ３

Ｂ４

Ａ２

Ｂ４

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

 　A１：８０％未満。
　 B１：８０％未満。

　  A４：「学校は積極的に情報
　 発信している」とアンケート
　 で回答した保護者の割合が
　 ９５％以上。

　 B４：「地域や外部人材を活
　 用 した学習を推進している」
　 と回答した保護者の割合が
　 ９５％以上。

　 A３：９０％以上。

　 B３：９０％以上。

　 A２：８０％以上。

　 B２：８０％以上。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。
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保護者と連携した学習、授業公開後の保
護者会、個人面談（年２回）等を実施し、家
庭との連携の充実を図る。

◇「地域に開かれた学校」の高い評
　価の維持を目指し、各種便りやホ
　ームページ、緊急メール等での情
　報発信に努めるとともに、様々な
　学習・行事への保護者の来校を促
　した。
◇地域教育連絡協議会を学校公開
　等を実施する日に開催し、活動す
　る児童や保護者参観の様子を見
　ていただき意見を求めるようにし
　た。
◇スクールサポートや各ボランティ
　アの協力により、地域力を生かし
　た様々な体験や交流活動を行うこ
　とができた。

◎ＰＴＡ・地域の協力に感謝するとと
　もに、さらに学校が地域連携の核
　となるように努める。新たな取組の
　可能性を求めていく。

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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大項目

　・児童数：６７２名　　学級数：２０学級　（令和元年１０月１５日現在）
　・大森第二小学校と大森第六小学校が統合して「開桜小学校」となり、今年度開校１８周年を迎える。
　・行事や学習を通して、地域に開かれ、共に歩む学校を目指し、地域の特性を生かした教育活動を行っている。（町工場・商店街・こらぼ大森の見学、内川学習、海苔つけ体験、稚魚放流体験、外国人留学生との交流、
キャリア教育、園芸・読書ボランティアとの活動等）
　・今年度は「わかる・できるを目指した授業」をテーマに、国語科の「書くこと」をとおして研究に取り組んでいる。
　・東京都教育委員会のコオーディネーショントレーニング地域拠点校として、研修・実践・公開に取り組んでいる。

　 A３：８０％以上。

　 B３：８０％以上。
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開桜小学習スタンダード（学習規律・学習
用具）の定着を図るための指導を徹底す
る。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

 　A４：当該学年の四則計算
　 の定着度及び漢字検定の
　 合格率が８５％以上。

　 B４：「子供は基礎学力が身
　 についている」とアンケート
　 で回答した保護者の割合が
　 ９０％以上。

取組内容

　 A４：開桜小生活スタンダー
　 ドの定着度が９０％ 以上。
　
　 B４：「一人一人を大切にし
　 た教育が行われている」と
　 アンケートで回答した保護
　 者の割合が９０％以上。

　 A１：７０％未満。

　 B１：７０％未満。

Ａ２
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□アンケート回答数
　　児童（６６６名）・保護者（６３８名）
　
◇一人一人の児童にとって楽しい
　学校になることが、創造的な子
　供の育成につながると考え、
　　・学習がわかる・できる
　　・友達とのかかわりが楽しい
　　・力をつける指導
　を必要３要素として取り組んだ。
◇学習したことや体験したことを異
　学年に発表する交流学習や、学
　級・学年の時間の充実に努めた。
◇アスリート、障がい者、高齢者、
　外国人留学生、地域住民等とか
　かわったり、友達と話し合ったり
　する活動を行った。
◎すべての学習の中で、自分なり
　の考えをもつことができ、表現す
　る（書く・話す・聞く）活動をさらに
　工夫していく。

◇コオーディネーショントレーニン
　グ地域拠点校となり、教員研修
　会を行うとともに、体育授業や体
　育朝会に積極的に取り入れた。
◇これまでのマラソン週間等の取
　組を見直し、○○系運動月間と
　して体育授業の中で重点的に
　取り組むようにして、内容の充
　実を図った。
◇健康教育は、好評だった外部
　講師を招いた学習を継続した。
　保護者に記述していただくカー
　ドの活用や保健学習の公開を
　通して家庭への啓発も確実に
　進めることができた。

◎生活の中ですすんで体を動か
　す意欲をもたせる策を考える。
　運動の習慣化について家庭と
　の連携をさらに強化していく。
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子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

成果
評価

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。


